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18年度当初 17年度当初 前年比

総　　務　　課 189,895 187,547 101.3%

産　　業　　課 811,496 607,536 133.6%

土　　木　　課 2,040,969 2,322,809 87.9%

港　　湾　　課 3,671,900 3,325,396 110.4%

6,714,260 6,443,288 104.2%

14,013 14,755 95.0%

49,140 68,156 72.1%

113,425 79,501 142.7%

3,783 3,783 100.0%

180,361 166,195 108.5%

6,894,621 6,609,483 104.3%

（単位：千円）

平成１8年度八丈支庁管内東京都事業予算

合　　計

島しょ保健所八丈出張所

農水センター八丈事業所
（ 水 産 振 興 係 ）
農水センター八丈事業所
（ 園 芸 振 興 係 ）

小　　計

八
丈
支
庁

小　　計

教育庁八丈出張所

    

　
八
丈
支
庁
で
は
、
平
成
16
年
３
月
に
新
エ
イ
ト

ブ
ル
ー
構
想
を
策
定
し
、
今
後
10
年
間
に
取
り
組

む
施
策
の
方
向
性
を
示
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
中
で
も
特
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
観
光
活

性
化
に
つ
い
て
、
16
年
度
か
ら
八
丈
支
庁
観
光
活

性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
産
業

課
を
中
心
に
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

し
、
町
な
ど
が
実
施
す
る
観
光
振
興
施
策
を
支
援

し
て
き
ま
し
た
。

　
支
庁
と
し
て
は
、
島
を
挙
げ
て
の
運
動
に
発
展

し
た
プ
ラ
ス
１
万
人
へ
の
取
り
組
み
の
成
果
を
、

飛
躍
・
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、「
飛
躍
継
続
　
プ

ラ
ス
１
万
人
　
２
０
０
６
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲

げ
、
今
年
度
も
観
光
活
性
化

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

　
今
後
は
、
観
光
活
性
化
戦

略
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
18
年

３
月
に
提
案
し
た
戦
略
を
具

体
化
す
る
と
と
も
に
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
実
施
に
当
た
っ
て

は
「
飛
躍
継
続
　
プ
ラ
ス
１

万
人
　
２
０
０
６
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
各
種
事
業
や
情
報

発
信
を
行
い
、
町
を
は
じ
め

関
係
団
体
の
観
光
振
興
施
策

を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　 
 
 
 
 
 

総
務
課
庶
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

　
八
丈
支
庁
で
は
、
平
成
18
年
度
予
算
と

主
な
事
業
に
つ
い
て
、
５
月
９
日
に
八
丈

町
議
会
と
町
執
行
部
に
、
17
日
に
は
八
丈

支
庁
、
22
日
に
青
ヶ
島
村
老
人
福
祉
館
で
、

町
と
村
の
各
団
体
や
地
域
の
代
表
者
を
対

象
に
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
主
な
事
業
と
質
疑
応
答
に
つ
い
て
、
そ

の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

【
総
務
課
】

○
救
急
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
要
請
を
、
迅
速

か
つ
適
切
に
行
い
ま
す
。

【
産
業
課
】

○
観
光
活
性
化
を
支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
昨
年
度
に
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

ぼ
う
そ
う

○
鉄
骨
ハ
ウ
ス
や
ロ
ベ
防
風
・
防
霜
ネ
ッ

ト
ハ
ウ
ス
の
整
備
を
補
助
し
ま
す
。

○
大
賀
郷
東
里
の
排
水
路
整
備
を
補
助
し

ま
す
。

○
藍
ヶ
江
沖
に
６
基
の
大
型
魚
礁
を
設
置

す
る
ほ
か
、
浮
魚
礁
の
整
備
や
ト
コ
ブ
シ

と
シ
マ
ア
ジ
の
放
流
を
補
助
し
ま
す
。

○
青
ヶ
島
村
の
花
き
生
産
振
興
用
ス
ト
ロ

ン
グ
ハ
ウ
ス
の
整
備
や
中
之
島
の
農
道
整

備
を
補
助
し
ま
す
。

○
青
ヶ
島
村
の
大
千
代
復
旧
治
山
工
事
と

池
之
沢
都
単
治
山
工
事
を
行
い
ま
す
。

【
土
木
課
】

○
都
市
計
画
道
路
の
第
４
期
区
間
の
う
ち
、

１
３
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
三
根
３
期
（
尾
端
〜
七
島
信
用
組
合
）
の

う
ち
、
２
１
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　 

【
新
規
着
工
】

○
歴
史
民
俗
資
料
館
〜
馬
路
間
の
う
ち
、

１
０
０
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

○
八
高
１
期
（
大
中
上
〜
空
港
道
路
）
の

う
ち
、
50
ｍ
を
構
築
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【
新
規
着
工
】

○
八
丈
植
物
公
園
南
地
区
に
、
ス
ロ
ー

プ
状
の
歩
行
者
用
通
路
を
設
置
し
ま
す
。

○
青
ヶ
島
村
の
都
道
改
修
工
事
と
し
て
、

金
土
ヶ
平
の
擁
壁
25
ｍ
の
構
築
と
中
原

地
区
の
詳
細
設
計
及
び
物
件
調
査
、
池

之
沢
の
路
面
補
修
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
青
ヶ
島
村
の
流
し
坂
ト
ン
ネ
ル
南
側

入
口
付
近
で
、
道
路
災
害
防
除
工
事
を

行
い
ま
す
。
　
　
　
【
２
ペ
ー
ジ
に
続
く
】

管
内
事
業
説
明
会
を
開
催

飛
躍
継
続
　
プ
ラ
ス
１
万
人
　
２
０
０
６

―
観
光
活
性
化
に
向
け
た
支
庁
の
取
組
―



2

〔
八
丈
町
関
係
の
主
な
質
疑
応
答
〕

Ｑ
船
の
問
題
か
も
し
れ
な
い
が
定
期
船
の

欠
航
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
港
の
整
備
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

Ａ
（
港
湾
課
長
）
東
京
都
で
は
、
離
島
に

お
け
る
定
期
船
の
就
航
率
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
、
港
湾
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
神
湊
（
底
土
）
港
に
つ
い
て
は
、
港
内

の
静
穏
度
を
一
層
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

現
在
あ
る
岸
壁
部
の
先
に
防
波
堤
（
北
）
を

建
設
し
ま
す
。
　

　
防
波
堤
の
延
長
は
１
８
０
ｍ
で
平
成
26

年
度
に
全
体

の
完
成
を
予

定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
防
波

堤
が
完
成
す

る
と
、
定
期
船

が
接
岸
す
る

神
湊
（
底
土
）

港
の
静
穏
度

が
向
上
す
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
八
重
根
港
に
つ
き
ま
し
て
は
、
旅
客
の

安
全
と
荷
役
効
率
向
上
等
を
図
る
た
め
に

必
要
な
港
湾
施
設
用
地
の
確
保
を
目
的

に
、
護
岸
（
防
波
）
建
設
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

Ｑ
道
路
の
電
線
の
地
中
化
、
コ
ン
ク
リ
ー

ト
で
固
め
ら
れ
た
海
岸
線
や
河
川
へ
の
、

自
然
景
観
の
回
復
等
を
進
め
る
計
画
は
な

い
か
。

Ａ
（
土
木
課
長
）
道
路
や
砂
防
ダ
ム
、
護

岸
の
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
も

①
島
内
産
石
を
使
っ
た
歩
道
②
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
表
面
に
化
粧
型
枠
を
使
っ
て
石

の
よ
う
に
見
せ
る
工
夫
③
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
色
を
落
ち
着
か
せ
る
た
め
に
顔
料
を
加

え
る
④
横
間
洞
門
の
よ
う
に
表
面
に
赤
砂

利
を
吹
き
付
け
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
部
分

を
目
立
た
な
く
す
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫

を
し
て
自
然
と
調
和
す
る
施
設
整
備
に
努

め
て
き
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
施
設
の
更
新
や
新
設
の
際
に

は
、
配
慮
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
電
線
類
の
地
中
化
に
つ
い
て

は
、
以
前
に
検
討
し
た
経
緯
が
あ
り
、
埋

設
企
業
側
の
費
用
負
担
等
の
問
題
も
あ
っ

と
ん
ざ

て
頓
挫
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
、
都
市
計

画
道
路
が
空
港
道
路
の
部
分
を
改
築
し
な

が
ら
更
に
整
備
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
部

分
に
つ
い
て
は
、
空
の
玄
関
口
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
非
常
に
重
要
な
部
分
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
の
で
、
そ
の
可
能
性
を

再
度
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
緊
急
ヘ
リ
で
広
尾
病
院
に
着
く
ま
で

何
時
間
か
か
る
の
か
。

Ａ
（
総
務
課
長
）
救
急
患
者
搬
送
シ
ス
テ

ム
の
流
れ
は
、
要
請
を
受
け
て
か
ら
、
原

則
的
に
は
、
東
京
消
防
庁
の
ヘ
リ
が
立

川
基
地
か
ら
出
発
し
、
新
木
場
に
あ
る

東
京
ヘ
リ
ポ
ー
ト
で
添
乗
医
師
を
収
容

し
、
島
し
ょ
に
向
か
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
八
丈
島
の
搬
送
所
要
時
間
は
、
要
請

か
ら
現
場
到
着
、
収
容
病
院
到
着
ま
で

５
時
間
程
で
す
。
要
請
後
の
天
候
変
化

に
よ
り
、
時
間
が
延
び
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
時
間
に
は
、
ヘ
リ
出
動
前

の
機
体
の
整
備
や
医
療
資
機
材
の
搬
入

の
１
時
間
が
含
ま
れ
ま
す
。
こ
の
間
に
、

添
乗
医
師
の
東
京
ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
の
搬

送
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
支
庁
と
し
て
は
今
後
も
引
き
続
き
、

よ
り
安
全
で
確
実
な
救
急
患
者
の
搬
送

に
努
め
ま
す
。

〔
青
ヶ
島
村
関
係
の
主
な
質
疑
応
答
〕

Ｑ
兵
隊
墓
か
ら
発
電
所
ま
で
の
メ
イ
ン

の
通
り
に
、
歩
行
者
用
道
路
の
確
保
を

検
討
で
き
な
い
か
。

Ａ
（
土
木
課
長
）
道
路
整
備
に
つ
い
て

は
、
中
原
Ⅱ
期
事
業
と
し
て
昨
年
、
事
業

　
東
京
都
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
工
事
の
請
負
契
約
や
物
品
買

入
れ
契
約
を
電
子
調
達
シ
ス
テ
ム
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
八
丈
支
庁
に
お
い
て
は
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
工
事
案
件
に
つ
い
て
「
電
子

入
札
」
に
移
行
し
ま
し
た
。
こ
の
電
子
入

札
へ
の
移
行
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
支
庁

に
来
庁
し
な
け
れ
ば
入
札
に
参
加
で
き

な
か
っ
た
入
札
希
望
者
の
負
担
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ど
な
た
で
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
て
入
札
結
果
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
工
事
以
外
の
案
件
に
つ
い
て

も
順
次
移
行
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
総
務
課
経
理
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

【
港
湾
課
】

○
神
湊
（
底
土
）
港
と
八
重
根
港
及
び
神

湊
漁
港
と
八
重
根
漁
港
に
、
そ
れ
ぞ
れ

か
ん

ケ
ー
ソ
ン
１
函
を
据
え
付
け
ま
す
。

○
青
ヶ
島
（
三
宝
）
港
の
護
岸
防
波
の
建

設
と
臨
港
道
路
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

電
子
入
札
の
導
入

飛躍継続 プラス1万人 ２００６

説
明
会
を
実

施
し
ま
し
た

が
、
歩
道
の

整
備
は
予
定

し
て
い
ま
せ

ん
。

　

し

か

し

、

道
路
の
整
備

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
現
況
の
３
ｍ
程

度
の
道
路
が
５
ｍ
に
な
り
ま
す
。
そ
う

す
る
こ
と
で
、
歩
行
者
の
歩
行
環
境
も

格
段
に
向
上
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

青ヶ島村での説明会

八丈町住民代表者向け説明会
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狩
猟
免
許
更
新
の
適
性
検
査
及
び
講

習
会
を
八
丈
支
庁
で
行
い
ま
す
。

　
今
回
の
対
象
者
は
、
平
成
15
年
度
に

狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
（
更
新
者
も

含
む
）
で
す
。

★
日 

時:

平
成
18
年
９
月
１
日
（
金
）

　
　
　
　
午
後
２
時
か
ら

★
場 

所:

八
丈
支
庁
３
階
会
議
室

★
申
込
方
法:

更
新
を
受
け
よ
う
と
す
る

方
は
、
開
催
の
３
日
前
ま
で
に
必
要
な

書
類
等
を
添
え
て
、
支
庁
産
業
課
林
務

係
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
更
新
の
た
め
の
検
査
と
講
習

は
、
八
丈
島
以
外
の
会
場
で
も
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
支
庁
舎
正
面
の

掲
示
板
を
ご
覧
に
な
る
か
、
林
務
係
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課
林
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

○
ケ
ー
ソ
ン
が
で
き
る
ま
で

　
ケ
ー
ソ
ン
と
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
大
き
な
箱
で
、
東
京
湾
に
浮
か
ん
だ
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
ド
ッ
ク
と
呼
ば
れ
る
工
場

で
つ
く
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
を
海
に
並
べ
て

防
波
堤
を
つ
く
り
ま
す
。

　
神
湊
漁
港
に
設
置
す
る
ケ
ー
ソ
ン
の
大

き
さ
は
、
幅
が
30×

33
ｍ
、
深
さ
が
15
ｍ
、

重
さ
が
約
８
０
０
０
ト

ン
も
あ
り
ま
す
。

　
ケ
ー
ソ
ン
の
中
は
空

洞
で
、
重
く
て
も
浮
く

よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い

て
、
図
の
③
の
よ
う
に

東
京
か
ら
八
丈
島
ま
で

運
ば
れ
て
き
ま
す
。
　

　
ケ
ー
ソ
ン
内
は
、
い

く
つ
も
の
仕
切
り
が
設

け
ら
れ
て
い
て
、
島
ま

で
運
ぶ
間
に
、
外
の
壁

が
壊
れ
て
も
、
海
に
沈

ま
な
い
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。

○
防
波
堤
が
で
き
る
ま

で　
図
は
、
一
般
的
に
つ

く
ら
れ
る
防
波
堤
の
作

業
工
程
で
す
。

　
今
年
度
は
、
八
重
根

港
・
神
湊
（
底
土
）
港
・
八
重
根
漁
港
・

神
湊
漁
港
で
ケ
ー
ソ
ン
の
据
付
け
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
時
期
は
、
比
較
的
、
波
の
穏
や
か
な

６
月
か
ら
７
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
現
地
に
、
ケ
ー
ソ
ン
の
形
や
大
き
さ

を
示
し
た
看
板
を
掲
示
し
ま
す
が
、
見

学
の
際
は
、
立
ち
入
り
禁
止
区
域
に
入

ら
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
港
湾
課
工
事
係
　
℡
二
―
一
一
一
五

１
　
試
験
の
種
類

　
甲
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
乙
種
火
薬
類
取
扱
保
安
責
任
者
試
験

　
丙
種
火
薬
類
製
造
保
安
責
任
者
試
験

２
　
試
験
日
時

　
８
月
27
日(

日)

午
後
１
時
か
ら

３
　
願
書
受
付
期
間

　
６
月
27
日(

火)

〜
７
月
６
日(
木)

　
東
京
都
で
は
「
東
京
都
青
少
年
の
健

全
な
育
成
に
関
す
る
条
例
」
の
も
と
、

青
少
年
の
福
祉
を
阻
害
す
る
恐
れ
の
あ

る
行
為
を
防
止
す
る
た
め
、
不
健
全
な

図
書
や
ビ
デ
オ
等
を
指
定
し
て
、
販
売

や
貸
し
出
し
を
制
限
し
て
い
ま
す
。

　
支
庁
で
は
、
島
内
の
書
店
や
ビ
デ
オ

店
を
訪
ね
、
都
が
指
定
し
た
不
健
全
な

図
書
や
ビ
デ
オ
等
が
販
売
・
レ
ン
タ
ル

さ
れ
て
い
な
い
か
を
実
地
に
調
査
す
る

と
と
も
に
、
こ
れ
ら
に
類
似
す
る
図
書

類
の
販
売
方
法
に
つ
い
て
も
、
店
舗
の

レ
ジ
な
ど
か
ら
容
易
に
監
視
で
き
る
場

所
に
陳
列
す
る
よ
う
お
願
い
し
て
い
ま

す
。

　
書
店
や
ビ
デ
オ
店
を
経
営
す
る
方
に

は
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
総
務
課
福
祉
係 

 

℡
二
―
一
一
一
二

４
　
受
付
場
所
・
時
間

　
（
社
）
全
国
火
薬
類
保
安
協
会

　
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

 
 
 
 
(

土
・
日
曜
日
を
除
く)

　
※
郵
送
の
場
合
は
、
７
月
６
日
ま
で
の

　
消
印
の
あ
る
も
の
ま
で
有
効
。

５
　
試
験
会
場

　
八
丈
支
庁
３
階
会
議
室

　
※
受
験
願
書
一
式
、
産
業
課
商
工
係
に

　
ご
ざ
い
ま
す
。
（
℡
二
―
一
一
一
三
）

飛躍継続 プラス1万人 ２００６

青
少
年
の
健
全
育
成
に
ご
協
力
を

狩
猟
免
許
更
新
の
た
め
の

　
　
適
性
検
査
と
講
習
会
の
実
施

火
薬
類
に
関
す
る
知
事
試
験
の
実
施

防
波
堤
が
で
き
る
ま
で
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八
丈
町
が
田
園
空
間
整
備
事
業
で
整
備
し
た

三
根
矢
崎
の
「
集
落
農
園
」
で
、
第
３
回
田
植

え
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
田
植
え
は
、
農
作
業
の
体
験
を
通
じ
て
米
作

り
の
楽
し
さ
を
学
べ
る
ほ
か
、
八
丈
島
の
米
作

り
の
歴
史
を
子
供
た
ち
に
伝
承
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
５
月
23

日
に
三
根
小
学
校
５
年
生
（
約
40

人
）
、
25
日
に
は
大
賀
郷
小
学
校
５
年
生
（
約
30

人
）
が
、
総
合
学
習
を
利
用
し
て
田
植
え
を
行

い
ま
し
た
。

　
好
天
に
恵
ま
れ
、
生
徒
た
ち
は
ど
ろ
ん
こ
に

な
り
な
が
ら
歓
声
を
上
げ
、
先
生
や
保
護
者
た

し
ろ

か

ち
も
手
伝
い
、
田
ん
ぼ
を
な
ら
す
「
代
掻
き
」
を

し
た
後
、
生
徒
全
員
が
一
列
に
な
っ
て
、
慣
れ

な
い
手
つ
き
で
稲
の
苗
を
植
え
て
い
き
ま
し
た
。

　
６
月
10
日
に
は
、
親
水
公
園
の
開
園
式
と
八

丈
島
田
園
空
間
整
備
運
営
委
員
会
主
催
の
第
３

回
田
植
え
体
験
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
末
吉
小
学
校
の
児
童
９
人
を
含
む
子
ど
も
約

40
人
、
大
人
約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
田
植
え
前
に
加
茂
川
会
に
よ
る

踊
り
や
太
鼓
を
観

て
楽
し
ん
だ
後
、
皆

が
は
だ
し
で
水
田

に
入
り
、
委
員
会
副

会
長
の
大
澤
幸
一

さ
ん
に
、
稲
の
苗
の

植
え
方
を
教
わ
り

な
が
ら
苗
を
植
え
ま
し

た
。

　
植
え
た
稲
は
、
秋
に

餅
米
を
収
穫
し
た
後
、

町
が
主
催
す
る
収
穫
祭

で
餅
つ
き
を
し
て
食
べ

る
予
定
で
す
。

　
支
庁
で
は
、
秋
の
収
穫
ま
で
、
見
て
楽
し
め

る
よ
う
な
「
田
ん
ぼ
」
に
な
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
ま
す
。
学
校
の
帰
り
や
休
日
に
、
植
え

た
稲
の
成
長
を
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
秋
の
収

穫
が
楽
し
み
で
す
。
　

　
　
　
　
産
業
課
農
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

　平成17年６月21日から種苗法に

基づく「指定種苗の表示」が改正施

行され、野菜苗などの食用農作物等

の種苗を販売する場合には、使用農

薬の表示が義務づけられました。

　また、苗を生産される方は、農薬

使用履歴を記帳するなどして、表示

を確実に行うことが必要となってい

ます。

　指定種苗の範囲が、アシタバなど

の野菜その他食用農作物全般に拡大

されていますので、種や苗を生産・

販売される方は次のような表示を適

正に実施されますようお願いしま

す。

　　指定種苗制度に関するホームページアドレス  http://www.maff.go.jp/seisan.html　（農林水産省）

　                                                   　産業課農務係　℡２－１１１３

 
ア シ タ バ 

生産地 東京都 数量 ○○ml 

採種年月 平成○○年○月 

発 芽 率 ○年○月現在●●％ 

八丈 太郎 

東京都八丈島八丈町○○ 

 

〔農薬使用に関する表示例〕 

例① ○○処理済 種子粉衣●回 

例② 使用した農薬 

○○○、△△  各●回 

（農薬名□□） 

キャベツ 
品種名 ○○○ 

生産地 東京都 

 

〔農薬使用に関する表示例〕 

 使用した農薬 

 △△△△ 散布 ●回 

 

  八丈 太郎 

  東京都八丈島八丈町○○ 

種子袋の表示例 苗の表示例

指定種苗の販売には表示が必要です！

田
植
え
体
験
始
ま
る

飛躍継続 プラス1万人 ２００６

樫
立
の
手
踊
・
場
踊
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

 

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
完
成
し
ま
し
た

　
都
教
育
委
員
会
で
は
、
東
京
都
指
定
無
形
民

俗
文
化
財
で
あ
る
樫
立
の
場
踊
・
手
踊
の
記
録

保
存
の
た
め
、
樫
立
踊
り
保
存
会
の
協
力
を
得

て
、
樫
立
地
区
の
盆
踊
り
風
景
や
踊
り
の
動
作

を
撮
影
し
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
収
録
し
ま
し
た
。

　
そ
の
映
像
を
収
め
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
テ
ー

プ
（
各
８
編
）
が
完
成
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
貸
出
等
の
ご
利
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
立

図
書
館
（
℡
二
―
〇
七
九
七
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

＊
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
ビ
デ
オ
の
内
容
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や

説
明
映
像
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。踊
り
の
動
作
な
ど
を
撮

影
し
た
記
録
映
像
で
す
。

　
　
　
教
育
庁
八
丈
出
張
所 

℡
二
―
〇
七
四
二

第３回体験農業(田植え）
参加者の皆さん

注：○○○、△△は使用農薬の
有効成分名を記述して下さい。

苗を植える子どもたち
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こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す
！

　
　
　
底
土
海
岸
で

　
　
　
　
　 
ウ
ミ
ガ
メ
が
産
卵

　
八
丈
島
漁
協

連
合
女
性
部
で

は
、
今
年
４
月
か

ら
地
産
地
消
の

取
り
組
み
と
し

て
、
朝
市
を
定
期

的
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ト
ビ
ウ
オ
の

★
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
入
選
！

　
産
経
新
聞
大
阪
本
社
事
業
局
が
主
催
し

た
「
与
謝
野
晶
子
短
歌
文
学
賞
」
青
春
の

短
歌
部
門
に
、
全
日
制
普
通
科
２
年
菊
池

快
生
君
の
作
品
が
入
選
し
ま
し
た
。

　
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
作
品
は
七
千
首

以
上
、
そ
の
中
か
ら
優
れ
た
一
首
と
し
て

選
ば
れ
ま
し
た
。
東
京
都
内
か
ら
入
選
し

た
の
は
快
生
君
ひ
と
り
、
八
高
生
の
励
み

と
な
る
素
晴
ら
し
い
快
挙
で
す
。

（
入
選
作
）

カ
キ
ー
ン
と
外
野
に
伸
び
る
ホ
ー
ム
ラ
ン

言
葉
に
出
な
い
喜
び
が
あ
る

★
施
設
の
利
用
に
つ
い
て

　
八
高
で
は
、
地
域
の
皆
様
の
学
習
や
文

化
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
振
興
を
お
手
伝
い
す

る
た
め
に
、
文
化
施
設
（
視
聴
覚
ホ
ー
ル

他
）
と
体
育
施
設
（
グ
ラ
ン
ド
他
）
を
広

く
開
放
し
て
い
ま
す
。

　
17
年
度
は
、
29
団
体
、
１
１
６
７
０
名

の
方
々
に
ご
利
用
頂
き
ま
し
た
。

　
開
放
日
は
、
平
日
や
年
末
年
始
を
除

く
土
・
日
曜
日
、
祝
日
と
し
、
学
校
行
事

及
び
部
活
動
等
、
教
育
活
動
と
重
な
ら

な
い
範
囲
で
ご
利
用
頂
け
ま
す
。

　
ご
利
用
頂
く
に
は
、
地
域
に
住
所
を

有
す
る
５
名
以
上
の
団
体
で
、
事
前
に

登
録
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
営
利
や
宗
教
・
政
治
活
動
等
を
目
的

と
し
た
団
体
の
ご
利
用
は
お
断
り
し
て

お
り
ま
す
。
利
用
に
際
し
て
入
場
料
等

の
徴
収
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
積
極
的
に
開
放
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　

★
女
子
バ
レ
ー
春
季
リ
ー
グ
戦
２
位

　
　
　
中
学
生
の
練
習
参
加
を

　
　
　
　
　
　
　
　
歓
迎
し
ま
す
！

（
リ
ー
グ
戦
兼
春
季
大
会
予
選
）

　
八
　
丈
２
―
０
山
　
崎

　
八
　
丈
２
―
０
星
　
美

　
八
　
丈
２
―
０
筑
波
大
附

　
八
　
丈
２
―
１
戸
板
女
子

　
八
　
丈
０
―
２
小
平
南

（
春
季
Ⅰ
部
大
会
）

　
八
　
丈
０
―
２
八
王
子

★
都
立
八
丈
高
校
　
経
営
企
画
室

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
二
―
一
一
八
一

　
―
島
で
遊
漁
を
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　
　
皆
さ
ん
へ
―

　
東
京
都
で
は
、
水
中
銃
（
ヤ
ス
は
除
く
）

や
ア
ク
ア
ラ
ン
グ
等
を
使
っ
て
魚
な
ど

を
獲
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
八
丈
島
（
八
丈
小
島
を
含
む
）

や
青
ヶ
島
の
周
り
に
は
漁
業
権
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
漁
業
者
以
外
は

ト
コ
ブ
シ
等
の
貝
類
、
イ
セ
エ
ビ
、
テ
ン

グ
サ
な
ど
の
海
藻
を
獲
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、
楽
し
く
海
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
問
い
合
わ
せ
先
　

　
産
業
課
水
産
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

毎
月
第
三
土
曜
日
は
漁
協

　
　
　
　
　
女
性
部
朝
市
の
日
で
す

　
１
　
日
　
時
　

　
　
　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
午
前
９
時
〜
11
時

　
２
　
場
　
所

　
　
　
底
土
漁
師
小
屋

　
　
　
　
　
（
℡
二
―
三
九
三
〇
）

　
産
業
課
水
産
係
　
℡
二
―
一
一
一
三

海
の
利
用
ル
ー
ル

飛躍継続 プラス1万人 ２００６

　
６
月
14
日
午
後
７
時
頃
、
底
土
海
岸

で
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
確
認
で
き

ま
し
た
。

　
最
近
で
は
、

平
成
11
年
、
14

年
、
そ
し
て
17

年
に
続
い
て
４

回
目
の
産
卵
と

な
り
ま
す
が
、

産
卵
場
所
は
昨

年
よ
り
少
し
北

側
で
す
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
は
産
卵
後
50
〜
60

日
目
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
８
月

10

日
頃
に
ふ
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
防
護
柵
と
注
意
書
き
の
看
板
を
設
置

し
ま
し
た
の
で
、
温
か
く
見
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
港
湾
課
管
理
係
　
℡
二
―
一
一
一
五

す
り
身
や
季
節
の
水
産
物
加
工
品
を
販

売
す
る
ほ
か
、
魚
の
産
地
直
送
の
受
け

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。
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日
頃
か
ら
空
港
を
ご
利
用
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
期
、
旅
行
や
帰
省
で
、

八
丈
島
を
訪
れ
る
方
が
増
え
て
き
ま
す
。

空
港
の
駐
車
場
も
、
出
迎
え
や
見
送
り

の
自
動
車
で
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
例
年
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
や
夏

季
シ
ー
ズ
ン
、
年
末
年
始
な
ど
は
、
駐
車

場
が
満
杯
に
な
り
、
駐
車
場
の
中
の
セ

ン
タ
ー
ラ
イ

ン
上
に
ま
で

駐
車
す
る
車

が
出
て
し
ま

い
ま
す
。
空
港

駐
車
場
の
混

雑
緩
和
の
た

め
、
次
の
点
に

ご
協
力
い
た

だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し

ま
す
。

①
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
前
の

道
路
は
全
面

駐
車
禁
止
で

す
。
出
迎
え

の
自
動
車
は
、

「
出
迎
え
専
用
待
機
場
」
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
見
送
り
の
自
動
車
は
、
お
客
様
が
下

車
し
た
後
、
速
や
か
に
一
般
駐
車
場
へ
移

動
し
て
く
だ
さ
い
。
出
迎
え
専
用
待
機
場

で
は
、
出
迎
え
時
以
外
の
利
用
は
ご
遠
慮

願
い
ま
す
。

②
空
港
駐
車
場
は
、
長
期
駐
車
を
禁
止
し

て
い
ま
す
。
他
の
利
用
者
の
妨
げ
に
も
な

り
ま
す
の
で
、
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。
送
迎

や
旅
行
の
際
は
、
で
き
る
限
り
路
線
バ
ス

や
タ
ク
シ
ー
の
利
用
、
自
動
車
の
乗
り
合

わ
せ
に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

③
最
近
、
駐
車
中
の
車
両
を
狙
っ
た
犯
罪

が
増
加
し
て
い
ま

す
。
駐
車
の
際
は
、
た

と
え
短
時
間
で
も
必

ず
キ
ー
を
抜
き
、
ド

ア
を
ロ
ッ
ク
し
て
く

だ
さ
い
。

八
丈
島
空
港

　
　
管
理
事
務
所
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夏
が
到
来
し
、
釣

り
や
ダ
イ
ビ
ン
グ

な
ど
で
八
丈
小
島

を
訪
れ
る
方
も
多

く
な
り
ま
す
。

　
小
島
に
渡
る
皆

さ
ん
は
、
次
の
こ
と

を
守
っ
て
く
だ
さ

い
。

１
小
島
で
の
宿
泊
は
、
禁
止
し
て
い
ま

す
。
事
故
な
ど
緊
急
事
態
の
場
合
に
、
直

ち
に
対
応
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

２
小
島
の
ノ
ヤ
ギ
は
、
許
可
を
受
け
な

け
れ
ば
捕
獲
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

３
建
物
や
記
念
碑
等
の
工
作
物
は
、
許

可
を
受
け
な
い
と
設
置
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　
ル
ー
ル
を
守
り
、
夏
の
八
丈
小
島
を

楽
し
く
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
行
政
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

●
大
潟
浦
園
地
・
南
原
園
地

　
夏
を
迎
え
る
と
、
島
内
各
地
で
「
浜
遊

び
」
を
楽
し
む
姿
を
見
か
け
ま
す
。

　
大
潟
浦
園
地
や
南
原
園
地
も
一
年
の

な
か
で
最
も
賑
わ
い
を
見
せ
る
時
期
で

す
。

　
園
地
は
、
ど

な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
が
、

「
浜
遊
び
」
な
ど

で
休
憩
舎
や
炊

事
施
設
、
広
場

を
利
用
す
る
場

合
は
、
混
雑
を
避
け
る
た
め
、
申
し
込
み

に
よ
る
利
用
と
し
て
い
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
土
木
課

で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　
夏
期
は
申

し
込
み
が
多

い
時
期
で
す

の
で
、
確
認
の

う
え
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

※
大
潟
浦
園
地
に
車
椅
子
対
応
の
「
だ

れ
で
も
ト
イ
レ
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

●
大
賀
郷
園
地

　
芝
生
広
場
は
、
愛
ら
ん
ど
リ
ー
グ
や

　空港道路のトン

ネル内を通行する

際は、安全のため、

車のライトを点灯

するようお願いし

ます。

園
地
の
利
用
案
内

　
八
丈
小
島
に
つ
い
て
の
お
願
い

八
丈
島
空
港
駐
車
場
及
び

　
道
路
の
利
用
に
つ
い
て
の
お
願
い

飛躍継続 プラス1万人 ２００６

大潟浦園地

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
の
公
的
な
ス

ポ
ー
ツ
大
会
や
交
流
事
業
に
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
他
の
利
用
者

の
使
用
が
制
限
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
　
土
木
課
管
理
係
　
℡
二
―
一
一
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四

南原園地


